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４月18日、６年生を対象に実施された検

査結果について報告します。

（数値は正答率）

本校 鹿児島県 全国

国 語 61 ％ 69％ 67.7％ 本校の状況は、国語が6.7ポイント全国平均を下

算 数 65 ％ 62％ 63.4％ 回り、算数が1.6ポイント全国平均を上回ってます。

また、児童質問紙の結果では、「人の役に立つ人間になりたいと思いますか。」「地域や社会をよ

くするために何かしてみたいと思いますか。」「学習した内容について、わかった点やよくわからな

かった点を見直し次の学習につなげることができていますか。」「国語の勉強は好きですか。」「算数

の勉強は好きですか。」「算数の問題の解き方がわからないときは、あきらめずにいろいろな方法を

考えますか。」の項目で、県、全国の平均を大きく上回る結果となっています。この点については、

これまでの成長の中で、社会への貢献意欲や各教科等への学習意欲を高めてきたことがうかがえま

す。

今後もこの高い意欲のまま、学習をはじめとし、そのほかさまざまな活動に取り組んでいってほ

しいと思います。※児童質問紙の結果（一部抜粋）は右下の通り。

１日（火）全校朝会
２日（水）委員会活動
８日（火）なかよし体育
９日（水）クラブ活動

１０日（木）かのこゆり号来校
１２日（土）土曜授業、避難訓練（火災）
１５日（火）なかよし音楽

中期ふるコミュ（オンライン）
１８日（金）一日遠足（１～４年）
２２日（火）つぶやきタイム
２９日（火）児童集会

先生と語ろう週間（～３１日）

９月１日（日）に、PTA 美化作業を行いました。宮内
建設、株式会社ヒラミネ、有限会社シオタ、水建システ
ム、昌和建設からトラックを、野島電工から高所作業車
をお借りして、木の剪定や草木の運び出しを行いました。
特に、正門横のあこうの木はかなり大きくなっていま

したので、剪定によってとてもすっきりしました。
また、校庭周辺の草もきれいに抜いていただいたこと

でさっぱりとしました。
きれいになった環境で、２学期も子供たちが元気いっ

ぱい遊んだり運動会練習に励んだりしているところです。
暑い中での作業でしたが、御参加いただいた皆さんあ

りがとうございました。

児童質問紙結果（一部抜粋）

健康 と 挑戦 校長 永野 俊也

季節は秋のはずなのですが、真夏のような熱い日が続いています。そんな中、子供たちは

元気に運動会の練習や勉強に励んでいます。２学期の始業式、私からは「『みなさんの世代は

普通に百歳まで生きる』と言われています。その基となる健康づくりに努めていきましょう。」

と、２学期すぐに始まる運動会練習を視野に話をしました。またもう一つ、すこし早いかも

しれませんが、島立ちの前には、人生で初となる受検があるんですよ！ということを、この

夏、私自身が経験した資格試験の様子を交えて話しました。高校生から

おそらく最高齢である私を含め 100 人ぐらいの受検者が、「はじめ！」
の合図で一斉に鉛筆を持ち、鉛筆の音だけが教室に響く緊張感。今月の

学校便りの右面に、６年生が受けた学力状況調査の結果が掲載されてい

ます。子供たちは学ぶことの意味をとても前向きに受け止めてくれてい

ることが、質問紙から伺えて嬉しく思いました。そうであればなおのこ

と、学校は子供たちにきちんと学力をつけて、次のステップに渡してい

かなければと思いました。

また、翌日の全校朝会では、教頭先生からパラリンピックのアー

チェリー競技で両腕がなく足で矢を放ち、金メダルを獲得したマッ

ト・スタッツマン選手（写真左上）の例を示しながら「挑戦する２

学期であってほしい」という話がありました。この２学期、健康に

留意しながら、スポーツに学びに大いに挑戦し、成長できる２学期

であってほしいと思います。

さて、話は変わりますが、私は令和７年４月に開館予定の甑ミュ

ージアムの企画委員を務めています。甑島の観光拠点の一つとして

期待されているばかりでなく、貴重な学術拠点として、開館に向け

旧鹿島庁舎では、改修工事が進んでいます。その開館に向け、少し

でもサポートになるアイディアが浮かばないかと、この夏休み、熊

本県天草市にある御所浦恐竜の島博物館と、熊本県御船町恐竜博物

館を個人的に訪問し勉強してきました。左の写真はその時のもので

す。両館ともそれぞれ特徴のある展示の仕方を工夫しており、何回

も訪ねたくなる、ミニ恐竜博士を生む工夫などもあり興味をそそら

れるものでした。鹿島の化石発掘のきっかけを作ったのは、鹿島小

の児童が見つけた化石でした。同じように、御船

町の小学６年生が見つけた恐竜の歯の化石が、後

にミフネリュウと呼ばれる日本初となる肉食恐竜

の化石であることがわかり、現在の博物館に至っ

ています。小学生の目線が後の世を大きく動かし

たよい例だと思いました。子供たちの純粋な目線

で見える世界を、大切に育てていきたいという思

いが募るよき訪問でした。
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